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繰り返しながら結論へのたどり着いた検討の成果をまとめたものである．   
本論文の審査にあたっては， 2017 年 5 月 31 日に審査員予定者 3  名による
予備審査会を実施し，専攻内縦覧に付してよい旨の判定を得た．2017  年 6  月
8  日から 1  週間にわたって建設工学専攻内での縦覧の後，7 月 6 日の専攻会議
で博士論文受理申請が承認され，  7  月 20  日の創造理工学研究科運営委員会





 本論文は，序論から結論までの 6 章により構成されている．以下，順に各章
の概要と審査結果を述べる．  
 第 1 章は序論であり，本研究の目的と社会的背景，既往研究の中での本研究
の位置づけなどが説明されている．  
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(2 )  掘削域へのヤナギ類の侵入には，先住植物の有無・掘削直後の冠水の日
数・頻度，冠水深，冠水面積が強く影響する．  





状態であることを示している．   






 第 5 章では，河道内の掘削域へのヤナギ類の侵入と過剰な繁茂状態へと至る
要因について考察を加えている．過剰繁茂へと至る要因としては以下の点が重
要である．  
(1 )  掘削域の上流側に繁殖可能なヤナギ類が広く分布していること．  




(3 )その後に大洪水による表土の破壊を含む撹乱を受けないこと．  
なお，ヤナギ類が過剰に繁茂した状態に至るまでには，河道掘削後 7～ 8 年を
要することが確認されている．  












よって，本論文は博士 (工学 )の学位論文として価値あるものと認める．  
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